
海辺のミュージアムで楽しむ 日本画のきらめき
箱根·芦ノ湖 成川美術館コレクション展

出品目録

第 1章
革新の日本画家・山本丘人
―成川美術館コレクションの中核

1
山本丘人
春庭
1940（昭和 15）年
148.0×147.0
絹本着色
綵尚会第 2回展（銀座松坂屋）

2
山本丘人
土
1941（昭和 16）年
128.0×42.1
絹本着色
綵尚会第 3回展（銀座松坂屋）

3
山本丘人
空
1941（昭和 16）年
128.0×42.1
絹本着色
綵尚会第 3回展（銀座松坂屋）

4
山本丘人
満月夜
1963（昭和 38）年
94.8×57.5
絹本着色
新制作協会日本画部春季展

5
山本丘人
雲のある山河
1964（昭和 39）年
168.5×372.0
絹本着色
第 28 回新制作協会展

6
山本丘人
濤と華
1970（昭和 45）年
55.0×100.7
紙本着色
新制作協会日本画部春季展

7
山本丘人
鳥と風月
1972（昭和 47）年
131.0×231.7
紙本着色
第 36 回新制作協会展

8
山本丘人
高麗山夕影
1973（昭和 48）年
55.3×91.7
紙本着色
「日本画の系譜ー先生と弟子展」
（東京セントラル美術館）

9
山本丘人
天上月華
1974（昭和 49）年
92.7×62.4
紙本着色
第 3回髙山辰雄、山本丘人、杉山寧新作展（兼素洞）

10
山本丘人
地上風韻
1975（昭和 50）年
136.5×231.5
紙本着色
第 2回創画展

第 2章　
変革を継ぐ者
吉田善彦・毛利武彦・平山郁夫
―成川美術館コレクションの充実

11
毛利武彦
サーカス
1959（昭和 34）年
65.5×109.2
紙本着色
第 5回凡樹画社展

12
毛利武彦
公園の冬
1978（昭和 53）年
91.5×117.1
紙本着色
遊星会第 5回展（資生堂ギャラリー）

13
毛利武彦
花－鎮魂
1986（昭和 61）年
188.8×285.0
紙本着色
第 13 回創画展

14
吉田善彦
室生新緑
1969（昭和 44）年
65.2×53.0
紙本着色
「吉田善彦個展－古都奈良を描く」（日本橋髙島屋）

15
吉田善彦
晩秋尾瀬・晴れる池塘
1978（昭和 53）年
168.0×92.0
紙本着色
藜会第 20 回展（日本橋髙島屋）

16
吉田善彦
晩秋尾瀬・曇れる沼
1978（昭和 53）年
168.0×92.0
紙本着色
藜会第 20 回展（日本橋髙島屋）

17
吉田善彦
晩秋尾瀬・暮れゆく湿原
1978（昭和 53）年
168.0×92.0
紙本着色
藜会第 20 回展（日本橋髙島屋）

18
平山郁夫
ガンジスの夕
1970（昭和 45）年
60.5×127.0
紙本着色
轟会第 11 回展（村越画廊）

19
平山郁夫
ペルセポリスの遺跡
1974（昭和 49）年
96.5×130.0
紙本着色
轟会第 14 回展（村越画廊）

20
平山郁夫
鄯善国妃子（楼蘭の王女）
1976（昭和 51）年
90.9×116.7
紙本着色
平山郁夫シルクロード展（日本橋髙島屋他）

21
平山郁夫
岷江
1978（昭和 53）年
89.4×130.3
紙本着色
中国を描く展（日本橋三越他）

第３章
きらめく日本画

22
関口雄揮
白い花
1986（昭和 61）年
159.0×214.0
紙本着色
「関口雄揮 日本画 北海道展」（帯広・藤丸百貨店 ）

23
竹内浩一
野の鈴
1987（昭和 62）年
184.0×217.0
紙本着色
第 18 回日展

24
田渕俊夫
流転（朝顔）
1983（昭和 58）年
170.0×217.0
紙本着色
再興第 68 回院展・奨励賞

25
平松礼二
路－西湖にて
1989（平成元）年
210.0×480.0
紙本着色
第 6回横の会展

26
平松礼二
路－四月の雨
1992（平成 4）年
190.0×680.0
紙本着色
第 10 回横の会展

27
堀文子
こぶし咲く
1984（昭和 59）年
193.5×130.0
紙本着色
第 11 回創画展

28
堀文子
トスカーナの花野
1990（平成 2）年
65.2×90.0
紙本着色

29
堀文子
蝶の叢
1994（平成 6）年
65.2×90.9
紙本着色

30
牛尾武
熊野秋光
1999（平成 11）年
180.0×720.0
紙本着色
個展（箱根・芦ノ湖 成川美術館）

31
近藤弘明
幻秋（秋の七草）
1989（平成元）年
147.5×272.0
紙本着色
「近代日本画と万葉集展」（横浜・高島屋）

32
髙山辰雄
月
1985（昭和 60）年
171.0×705.6
絹本着色
「日月星辰 髙山辰雄展」（日本橋髙島屋他）

33
稗田一穂
月光
1986（昭和 61）年
151.0×218.0
紙本着色
第 13 回創画展

34
土屋禮一
流れ
1992（平成 4）年
193.9×97.0
紙本着色
「土屋禮一展」（日本橋髙島屋）

35
土屋禮一
武蔵野
1992（平成 4）年
90.0×171.5
紙本着色

36
齋正機
初雪ノ日ニ
2010（平成 22）年
130.3×162.1
紙本着色
個展「残滓牧景　第二章～ M 氏ノ運転シタ風景
ノ記憶～」（池袋西武本店）

37
齋正機
箱根のドローイング
2024（令和 6）年
－
鉛筆ほか・紙

38
杉山寧
羊
1964（昭和 39）年
42.0×60.5
麻布着色
五山会第 2回展（孔雀画廊）

39
石踊紘一
帰り道
2007（平成 19）年
161.0×289.0
紙本着色
『旅』展（国立新美術館）

40
森田りえ子
島の女・祭の朝
1993（平成 5）年
181.8×227.3
紙本着色
93 次代を担う作家展（京都府立文化芸術会館）

41
東山魁夷
泉
1970（昭和 45）年
92.0×65.0
紙本着色
第 19 回芝英会展（日本橋髙島屋）

42
柳沢正人
刻
1993（平成 5）年
130.3×162.1
紙本着色
第 12 回山種美術館賞展

43
岩田壮平
すべての花が開くまで
2010（平成 22）年
162.0×227.3
シナベニヤ、岩絵具、雲母、箔、膠
第 42 回日展・特選

44
牧進
荒瘠
1991（平成 3）年
182.0×227.5
紙本着色
「春夏秋冬 生命の詩 牧進展」（村越画廊）

45
西野陽一
鯨屏風
1990（平成 2）年
185.0×544.0
紙本着色
個展（東京セントラル美術館）

46
前本利彦
白い犬
2000（平成 12）年
90.9×116.7
紙本着色

47
加倉井和夫
禽
1975（昭和 50）年
98.5×146.7
紙本着色
遊星会第 2回展（資生堂ギャラリー）

48
中野嘉之
秋日
1994（平成 6）年
228.0×120.5
紙本着色
「揺れる幻映　中野嘉之日本画展」（日本橋三越）

49
福井爽人
雨後
1976（昭和 51）年
210.5×168.5
紙本着色
再興第 61 回院展

― 当初から、景観に合った和風建築にしようとお考えになっ
たのですか。

 平山郁夫先生のご自宅へよく遊びに行ったのですが、
オーソドックスだけど、全然古い感じがしないのです。そ
こで、どなたが設計したかお尋ねしましたら、今里隆さん※

だと教えてくれました。 新国技館をつくったり、あちこち
の日本的な建築を手がけていると知り、美術館の設計をお
願いすることにしました。今里さんは、非常に喜んでくだ
さって、一生懸命やりますと言って快諾してくださいまし
た。 

※いまざと・たかし（1928‐ ）　東京美術学校建築科を卒業後、
近代数寄屋建築を確立した吉田五十八氏の研究室に約20年勤務。
独立後は両国国技館、池上本門寺大客殿等を設計。

― いつもは、成川美術館を彩っている日本画約50点を横須賀
美術館でご紹介します。 

 楽しみにしていましてね、本当に。正直に言うと、横須
賀に貸し出す作品の中には、これまであまり外に出さな
かったものも何点か含まれていますよ。先ほど話題にして
いた、平山郁夫の《ガンジスの夕》とかね。 

― お願いしたら、厳しいことを仰らずに貸し出してくださっ
たので驚きました。

 成川美術館の支配人から、横須賀美術館のことは前々か
らよく聞いていました。気に入ってよく行っているようで
す。そういう話を聞く中で縁を感じたので「じゃあどうぞ、
好きなものを選んでください」と思いましてね。 

― ありがとうございます。見にいらっしゃるお客様に一言い
ただけますか。 

 あくまでも私のポリシーは、現代の日本画を皆さんにお
見せしたいということです。今生きている作家が、一生懸
命描いて、新しい絵を生み出そうとしている。その作品を、
応援の意味も込めて購入しています。 1つの良い例として
はね、平松礼二先生ですね。まだ売れていない時、やたら
と大きい作品を描いていました。「まだ自分は若いし、大
きい絵を描きたくて仕方がないんです」と言って。でも、
冒険的な作品も多かったし、売れない。売れないと次が描
けないというから、粋に感じましてね。「わかりました。
私が買いましょう」と決めました。 
 その絵描きにしかないような資質、特色。そういうもの
を持っている作家を選んできました。同時に人間的にもお
付き合いして、真面目に、一生懸命描いている作家の作品
ばかりです。横須賀美術館でも、そうした作品を楽しんで
いただきたいと願っています。 

― 東京建築賞優秀賞など受賞されていますね。

 建物というのは、一般的には派手な、形の変わった面白
いものが好まれるかもしれません。ただ、50年100年を考
えると、やはり平凡なものがいい、普通のものがいいのだ
と思います。 作品が既にあるので、今里さんに見てもらい
ました。コレクションに合う展示空間を考えてくれました
よ。床の間があり、展示室内にある窓には障子を設置して
柔らかい光が感じられるようになっています。芦ノ湖に臨
む展望ラウンジも「ここは、一面の窓で」と最初から構想
が固まっていました。 （図 5、6）

図 5　 「山本丘人の世界展」（2014.11.14-2025.3.12）会場風景

図 6　美術館展望ラウンジ（冬）

［凡例］ ○リストには、作品No., 作家名、作品名、制作年、寸法（㎝）、材質技法、出品・受賞歴の順で作品情報を記載しました。
○所蔵はすべて、箱根・芦ノ湖 成川美術館です。　○作品No. と展示順は異なる場合があります。　○出品作品は変更になる場合があります。

※観覧料や休館日など、詳しくは当館HPをご覧ください

編・発行　横須賀美術館　2025 年４月

横須賀美術館　日本画展示情報

　1889 年に開校した東京美術学校 （美校）と、その後身である東京藝術大学で日本画を学び、また指導にあたっ
た画家たちの作品をコレクションより紹介します。
　第１期生として入学した横山大観を筆頭に、中村岳陵、杉山寧、山本丘人、平山郁夫ら生徒として日本画を
学んだ者の作品に、指導にあたった橋本雅邦や奥村十牛らの作品もあわせて展示し、美校および藝大の 130 年
以上にわたる、「日本画 美の系譜」の一端をご覧いただきます。

日 本 画
美の系譜美校

令和７年度 第１期 所蔵品展（展示室４）

2025.5.17 sat. - 7.6 sun.

そこで、風光明媚な、ゆったりとした場所が良いように思
いました。 しかも個人で経営するので、お客さんが来な
かったら大変なことになります。ある程度お客さんが見込
める場所ということで、これはもう観光地しかないと思い
ました。東京に近い観光地というと、思い浮かんだのが箱
根と軽井沢でした。 
 まず、第 1 候補として箱根だなと思い、土地を探してみ
ましたら、たまたま今美術館がある場所が空いていました。
売りには出ていませんでしたが、この土地は良いなと思い
ましたね。 

2025.3.13　於 成川美術館
（聞き手：横須賀美術館学芸員 立浪佐和子）

2025/04/14 CMYK
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『旅』展（国立新美術館）

40
森田りえ子
島の女・祭の朝
1993（平成 5）年
181.8×227.3
紙本着色
93 次代を担う作家展（京都府立文化芸術会館）

41
東山魁夷
泉
1970（昭和 45）年
92.0×65.0
紙本着色
第 19 回芝英会展（日本橋髙島屋）

42
柳沢正人
刻
1993（平成 5）年
130.3×162.1
紙本着色
第 12 回山種美術館賞展

43
岩田壮平
すべての花が開くまで
2010（平成 22）年
162.0×227.3
シナベニヤ、岩絵具、雲母、箔、膠
第 42 回日展・特選

44
牧進
荒瘠
1991（平成 3）年
182.0×227.5
紙本着色
「春夏秋冬 生命の詩 牧進展」（村越画廊）

45
西野陽一
鯨屏風
1990（平成 2）年
185.0×544.0
紙本着色
個展（東京セントラル美術館）

46
前本利彦
白い犬
2000（平成 12）年
90.9×116.7
紙本着色

47
加倉井和夫
禽
1975（昭和 50）年
98.5×146.7
紙本着色
遊星会第 2回展（資生堂ギャラリー）

48
中野嘉之
秋日
1994（平成 6）年
228.0×120.5
紙本着色
「揺れる幻映　中野嘉之日本画展」（日本橋三越）

49
福井爽人
雨後
1976（昭和 51）年
210.5×168.5
紙本着色
再興第 61 回院展

― 当初から、景観に合った和風建築にしようとお考えになっ
たのですか。

 平山郁夫先生のご自宅へよく遊びに行ったのですが、
オーソドックスだけど、全然古い感じがしないのです。そ
こで、どなたが設計したかお尋ねしましたら、今里隆さん※

だと教えてくれました。 新国技館をつくったり、あちこち
の日本的な建築を手がけていると知り、美術館の設計をお
願いすることにしました。今里さんは、非常に喜んでくだ
さって、一生懸命やりますと言って快諾してくださいまし
た。 

※いまざと・たかし（1928‐ ）　東京美術学校建築科を卒業後、
近代数寄屋建築を確立した吉田五十八氏の研究室に約20年勤務。
独立後は両国国技館、池上本門寺大客殿等を設計。

― いつもは、成川美術館を彩っている日本画約50点を横須賀
美術館でご紹介します。 

 楽しみにしていましてね、本当に。正直に言うと、横須
賀に貸し出す作品の中には、これまであまり外に出さな
かったものも何点か含まれていますよ。先ほど話題にして
いた、平山郁夫の《ガンジスの夕》とかね。 

― お願いしたら、厳しいことを仰らずに貸し出してくださっ
たので驚きました。

 成川美術館の支配人から、横須賀美術館のことは前々か
らよく聞いていました。気に入ってよく行っているようで
す。そういう話を聞く中で縁を感じたので「じゃあどうぞ、
好きなものを選んでください」と思いましてね。 

― ありがとうございます。見にいらっしゃるお客様に一言い
ただけますか。 

 あくまでも私のポリシーは、現代の日本画を皆さんにお
見せしたいということです。今生きている作家が、一生懸
命描いて、新しい絵を生み出そうとしている。その作品を、
応援の意味も込めて購入しています。 1つの良い例として
はね、平松礼二先生ですね。まだ売れていない時、やたら
と大きい作品を描いていました。「まだ自分は若いし、大
きい絵を描きたくて仕方がないんです」と言って。でも、
冒険的な作品も多かったし、売れない。売れないと次が描
けないというから、粋に感じましてね。「わかりました。
私が買いましょう」と決めました。 
 その絵描きにしかないような資質、特色。そういうもの
を持っている作家を選んできました。同時に人間的にもお
付き合いして、真面目に、一生懸命描いている作家の作品
ばかりです。横須賀美術館でも、そうした作品を楽しんで
いただきたいと願っています。 

― 東京建築賞優秀賞など受賞されていますね。

 建物というのは、一般的には派手な、形の変わった面白
いものが好まれるかもしれません。ただ、50年100年を考
えると、やはり平凡なものがいい、普通のものがいいのだ
と思います。 作品が既にあるので、今里さんに見てもらい
ました。コレクションに合う展示空間を考えてくれました
よ。床の間があり、展示室内にある窓には障子を設置して
柔らかい光が感じられるようになっています。芦ノ湖に臨
む展望ラウンジも「ここは、一面の窓で」と最初から構想
が固まっていました。 （図 5、6）

図 5　 「山本丘人の世界展」（2014.11.14-2025.3.12）会場風景

図 6　美術館展望ラウンジ（冬）

［凡例］ ○リストには、作品No., 作家名、作品名、制作年、寸法（㎝）、材質技法、出品・受賞歴の順で作品情報を記載しました。
○所蔵はすべて、箱根・芦ノ湖 成川美術館です。　○作品No. と展示順は異なる場合があります。　○出品作品は変更になる場合があります。

※観覧料や休館日など、詳しくは当館HPをご覧ください

編・発行　横須賀美術館　2025 年４月

横須賀美術館　日本画展示情報

　1889 年に開校した東京美術学校 （美校）と、その後身である東京藝術大学で日本画を学び、また指導にあたっ
た画家たちの作品をコレクションより紹介します。
　第１期生として入学した横山大観を筆頭に、中村岳陵、杉山寧、山本丘人、平山郁夫ら生徒として日本画を
学んだ者の作品に、指導にあたった橋本雅邦や奥村十牛らの作品もあわせて展示し、美校および藝大の 130 年
以上にわたる、「日本画 美の系譜」の一端をご覧いただきます。

日 本 画
美の系譜美校

令和７年度 第１期 所蔵品展（展示室４）

2025.5.17 sat. - 7.6 sun.

そこで、風光明媚な、ゆったりとした場所が良いように思
いました。 しかも個人で経営するので、お客さんが来な
かったら大変なことになります。ある程度お客さんが見込
める場所ということで、これはもう観光地しかないと思い
ました。東京に近い観光地というと、思い浮かんだのが箱
根と軽井沢でした。 
 まず、第 1 候補として箱根だなと思い、土地を探してみ
ましたら、たまたま今美術館がある場所が空いていました。
売りには出ていませんでしたが、この土地は良いなと思い
ましたね。 

2025.3.13　於 成川美術館
（聞き手：横須賀美術館学芸員 立浪佐和子）

2025/04/14 CMYK


